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物をつくる前にまず人をつくる

松下幸之助
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The best way to predict your 

future is to create it.

Peter Drucker

3



2017年9月6日 愛知県議会自民党健康福祉委員会視察

Biodesign: Entrepreneur program for medical device and digital health based on design thinking. Starts with defining 

characterized needs, creating concepts and prototyping, and implementing into solution through iterative and step by step manner.

“A well-characterized need is
the DNA of a great invention”

Paul Yock, MD
Founder, Director

2001年のプログラム開始以来、プログラムからの起業は約40社以上、治療
実績約50万件、雇用創出約680名、特許出願約400件、資金調達約400億円

バイオデザイン：デザイン思考を基にした医療機器イノベーションを牽引する人財育成プログラム。医療現場のニーズを
出発点とし、開発初期段階から事業化の視点も検証しつつ、問題の解決とイノベーションを実現するアプローチが特徴

デザインシンキング（バイオデザイン）
Stanford
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2015年4月30日 安倍前総理スタンフォード大学来学
（シュルツ元国務長官、ヘネシー前学長とのシンポジウム後、Yahoo、Microsoft、Twitter、Apple CEO、John Rooth、Paul 
Yock らが“日本の再活性化にむけて”の提言を総理に行った）



【日本版医療機器開発・事業化モデル形成（0→1）】
・フェローシッププログラム(第I期～第VII期）から生み出されたプロジェクトから、
ー起業事例 9件 ーフェロー派遣元企業への導出事例 1件
他プロジェクトも、JST、AMED関連予算他獲得等、事業化・起業に向けてプロジェクト推進中
・スピンオフ起業事例 2 件
・第3者割当増資事例 3 件
・企業によるプログラム発スタートアップ買収事例 1 件

【イノベーションプレイヤー育成/ネットワーク形成】
・ジャパンバイオデザイン フェローシッププログラム修了生 71名（第I期～第VII期）
(医師、医療従事者 30名、産業界26名、アカデミアその他15名）
・外部講師 39名

（一社）日本バイオデザイン学会の活動成果

・主催事業、産学官医各分野から受けた受託事業等により、
産学官分野の人材を累計 1,958名育成、
うち産業界424社1,382名、医療従事者 139名．

・日本バイオデザイン学会第1-2回定期学術集会を開催．
・筑波大学、名古屋大学、岡山大学、九州大学、徳島大学等との連携セミナー、
ワークショップの開催．
・学会との連携イベント開催 人工臓器学会、CVIT、砥粒加工学会等．
・グローバル連携：BME-IDEA APAC/US-Japan Healthtech Innovation
Forum/国境なき医師団．

【イノベーション人材育成プラットフォームの構築】
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B I O D E S I G N 
J A P A N 

81名
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Global Biodesign Network

7



Dec., 2015 Nov., 2015

Global Extension 
Toward Asia-Pacific BME Innovation Alliance

BME-IDEA APAC
Sep, 2016
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“I don’t know how, but I know Who.”

Beth Moore
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